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②　巨大な斜葉理（図 2 の② 地点）
　小学校の理科５年 15）では流れる水のはたらきで、侵食・運搬・堆積を学習する。砕屑物が運
　図２　上須賀地区における鏡ヶ浦層の観察














































































　 　図４　赤山（Google マップより） 　図５　赤山周辺の
　　　　ルートマップ
 　  　   図６　赤山立体模型    　　　　図７　赤山地下壕の平面断面
































































































図 11　走向・傾斜の原理（図 3 の ②）








は 30°S で、底面の断層線を緑色の線、底面から 240cm の天井の断層線を赤色の線で示している。
底面と天井の断層線を断層面として捉えることができ、地下壕内を走る断層を実感することがで
きる。図 13 は、天井と地平面の断層線をグラフ用紙に示した。天井の断層線の任意の点を座標











































図 16　教室内に再現した赤山モデル 図 17　手元で再現した赤山モデル
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